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研究分野 小児看護学

学位 修士(看護学)

学歴 2007年秋田大学医学部保健学科看護学専攻、2014年東京慈恵会医科大学大学院医学研究科看護学専攻修士課程

氏名 瀧田　浩平 部署 看護学科 職名 助教

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2014年東京慈恵会医科大学医学部看護学科助教、2019年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科助教

所属学会（役職） 日本小児看護学会、日本看護科学学会、日本育療学会、日本看護倫理学会

１．研究業績

（１）著作

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

系統別看護師国家試験問題集2020年版

解答と解説
共著 あり 医学書院、P158

系統看護学講座編集室；解答・解

説者として瀧田浩平、他
2019.4

家族等が利用できる長期滞在施設の認知

度および利用に関する実態調査
共著 あり

小児保健研究、79（1）、

74-82

矢郷哲志, 永吉美智枝, 瀧田浩平,

小山健太, 江口八千代, 植田洋子,

三平元, 大藤佳子

2020.2

知的障害が軽度な発達障害児の入院中の

関わりに対する看護師の認識と関連要因
共著 あり

日本育療学会機関誌「育

療」、65、50-58
瀧田浩平、濱中喜代 2020.1

（４）その他

該当なし

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

小児医療者を対象とした子どもの

権利擁護実践能力を高める教育プ

ログラムの開発と検証

研究分担者 2018～2021

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

子どものセルフケア、親のケア能

力獲得を支援する看護師の教育指

導力の定着・評価

研究分担者 2019～2022

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

網膜芽細胞腫をもつ乳幼児の発達

促進のための長期フォローアップ

体制の基盤構築

研究分担者 2017～2020

子どもの保健 1

子どもの救急処置および蘇生法の特徴と実際

緊急時に対応を思い出し行動に移すことができるよう、できるだけ簡略

化したフローチャートや重要点を強調した。実際の保育所での対処を一

連の流れで見せることでより具体的なイメージを持てるよう工夫した。

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

親のケア能力、子どものセルフケ

ア能力獲得を支援する看護師の教

育・指導力の発展

研究分担者 2019
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小児看護学Ⅳ 11
演習技術と事例を関連させて考えさせることで根拠ある技術となるよう

工夫した。

子どもと家族のヘルスプロモー

ション
8

現場で見学しインタビューした内容が、ヘルスプロモーションの学びと

して高められるようグループワークでファシリテートした。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

小児看護学実習 2019.8～2019.12

子どもの特徴を看護計画にどのように反映させるかを考えさせ、実施す

る際には見本とサポートをすることで小児看護の実践を学ぶ工夫をし

た。

総合実習 2019.7～2019.7
学生の目標を学生と共に段階に分けて評価振り返りすることで、自身の

看護や学びを評価修正する機会を多く設けるようした。

小児看護学Ⅲ 14
PBLでの学びとして、学生主体に疑問をもち気づきを促し、お互いが学

びあえるようグループワークでファシリテートした。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

卒業論文 2019.4～2019.12 主指導 2名 副指導 名

IPW実習 2019.9～2019.10
対象者との実際の関りや支援員の関りに多く接する機会を作り、グルー

プワークでは学生自身の気づきを促すファシリテートをした。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 名

主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 名

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

小児の健康状態に応じた看護 慈恵第三看護専門学校
「救急処置を要する児への看護」「手術を受ける小児と家

族の看護」
2020.2

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

日本小児看護学会 診療報酬検討委員会 2019～2021

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

子どもの保健 9
子どものイメージをなるべく具体的に伝え考えさせることで、技術だけ

ではなく前後の対応や子どもの気持ちなども学べるよう工夫した。

学科等における委員会等 実習計画調整会 2019.4～2020.3
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８．特記事項

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

該当なし

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月


